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ウェルビーイングを目指す看護学と工学の連携－工学に期待すること

シンポジウム
8月21日日　13：00～14：30　A会場

司会：大野　ゆう子（大阪大学 名誉教授）

　

　近代看護教育の母とも呼ばれるナイチンゲールの時代から、150年の時を経て、看護学は
人々の健康を維持・向上するためになくてはならない存在となっている。一方、工学の歴史
を紐解くと、明治政府の富国強兵策の一環として世界初の工学部が東京帝国大学に設置され
たのは1912年のことであり、100年ちょっとの間に、こちらも今や人々の生活になくては
ならない存在となっている。どちらも社会に対する実用的な課題解決策の提供を目指す点が
共通している。本シンポジウムでは、ウェルビーイングというキーワードを起点として、人
を対象とする看護学と、技術を対象とする工学とをつなぐことで、より質の高い幸せな生活
の実現に向けた気づきと、次に踏み出す一歩について、情報を共有できればと考えている。
シンポジウムの構成は、看護学の立場から技術の活用の現状と課題、今後工学に期待するこ
とについて講演をいただく。後半はそれを受けて、工学系の指定発言者から技術の現状や、
前半で示された期待の実現に向けたお話しを頂くとともに、意見交換を行う。AI 時代の
ウェルビーイングに、看護学と工学の連携はどう貢献することができるのか？わくわくする
企画にしたいと考えている。
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異分野連携研究で日々の暮らしを支援：在宅看護・デザイン・企業連携事例

スーディ神崎 和代
医療創生大学 国際看護学部 教授／札幌市立大学 名誉教授

　10余年、ICT を活用して広域積雪地域の人たちの暮らしを支援する共同研究を重ねてきた。可能
な限り、そして、その人が望むのであれば住み慣れた地域・在宅で生活をしながら療養をする考え方、
つまり、国策でもある地域包括支援という考え方を基盤に、共同開発（在宅看護・デザイン・工学・
企業連携）をした自己健康管理アプリの検証を2020年度に道民の協力を得て実施した。この事例を
紹介する中で異分野連携、特にデザイン・工学との連携の重要性と異分野が連携して新たなモノを創
出する際のポイントを共有したいと考えている。

S1-1

S1-2 Food Allergy をもつ幼児の親に対する情報通信技術を活用した支援

加藤 依子
札幌市立大学 看護学部 准教授

　Food Allergy（以下、FA）は、幼児期に多く、アレルギー症状が重症化すると生命に危険が及ぶ
疾患である。毎日の体調管理において、アレルゲンを回避するための食品選択はもとより、症状の出
現時には迅速な判断と対応が求められ、親の心身の負担は非常に大きい。
　Mobile Health Application の開発は、情報通信技術（以下、ICT）において最も急速に成長してい
る分野である。しかし、FA に対する ICT 活用は未着手である。今回は、FA をもつ幼児の親に対す
る ICT を活用した支援について私の取組みを紹介する。工学との連携に向けて、活発な討論を期待
する。

　 指定発言者

　諏訪 基（国立障害者リハビリテーションセンター研究所 顧問） 
　田中 孝之（北海道大学 教授）


